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パ ネル

れ

る。

　
二

　

明
ら
か

に

社
僧
別
当
が

い

た
の

に
、

寺
院
と

し

て

は

全
く
カ

ウ

ン

ト

さ
れ
ず、

神
社
の

み
で

言
及
さ

れ

た

場
合。

例
と

し

て
は、

金

沢
市
の

現
・

大
野

湊
神
社
（
↓
神
社）

、

小
松
市
の

現
・

小

松
天
満
宮
（
↓
神

社）

な

ど、

そ
の

他
多
く
の

山

伏
持
ち

宮
。

　

領
内
全
て

に

つ

い

て

は

未
確

認
だ
が

、

お

そ
ら
く

神
社
の

み

が

残
り
、

別
当
は

還
俗
し

た
と

推
察
さ

れ
る

。

　
三

　

権
現
社
を
有
し
て

い

た
こ

と
が

確
実
な
の

に
、

神
社
と
し
て

は

カ

ウ
ン

ト

さ

れ

ず
、

寺
院
の

み

で

言
及
さ

れ
た

場
合

。

例
の
一

パ

タ
ー

ン

と

し

て

は
、

天
台

宗
常
光
寺
（
↓
金

沢
市

豊
田

白
山

神
社）
、

古
義
真
言
宗

慈
光

院
（
↓
金

沢

市
石
浦
神
社）
、

な
ど

神
社
に

変
わ
っ

た

ケ

ー
ス

。

廃

寺
と
い

う
よ

り、

境
内
の

権

現
社

を

宗
教
活

動
の

中
心
へ

と

シ

フ

ト
さ

せ
、

神
社
と

な

る
こ

と
を

選
ん
だ

場
合
と

解
釈
し
て

お

く
。

　

例
の

も

う
一

パ

タ
ー
ン

と

し
て、

古
義
真
言
宗
養
智
院
（
↓
同

寺
の

ま

ま、

金
沢
市
）

、

古
義
真
言
宗
那
谷
寺
（
↓

同
寺
の

ま
ま

、

小
松
市）
、

の

よ

う
に

寺
院
の

ま
ま

で

境

内
社
を

伴
う
ケ

ー
ス

が

見
ら

れ
る
。

　

報
告
者
が

か

つ

て

論
じ
た、

近

世
に

神
仏
習
合

的
だ
っ

た

金
沢
の

神
社

約
二

〇
例
は

、

も
と

山

伏
の

持
ち

宮
（

第
二

類
型）

だ
っ

た

か
、

近

世
の

寺
主

体
か

ら

神
社
に

変
わ
っ

た

（

第
三

類
型
の

う
ち

第
一

パ

タ

ー
ン
）

か、

で

あ
っ

た

（
由
谷
「

神
仏
分
離
後
に

語
ら
れ
た

藩
政
期
の

神
社
と

社

僧
」

、

『

宗
教
研
究
』

三

五
三

号、

二

〇
〇
七
年）
。

　

以
上

、

本
事
例
に

お

い

て

神
仏
分
離
後

、

神
社
＋

寺
院

、

神
社
の

み、

寺
院

（

＋

境
内
社）

と
対

応
が

分
か

れ

る

に

当
た
っ

て
、

近
世
に

お

け
る

寺
院
−
神
社
関
係
が

何
ら
か

の

前
提
の
一

に

は
な
っ

た
、

と

結
論
で

き
る

の

で

は

な

い

だ
ろ
う
か

。

パ

ネ
ル

の

主
旨
と

ま

と

め

藤

本

頼

生

　

神
仏
習
合
の

展
開
過

程
に

つ

い

て

の

学
問

研
究
は、

こ

れ

ま
で

、

主
に

史
料
の

分
析
な
ど
を

通
じ

、

歴
史

学
や

思
想

史
学
の

分
野
か

ら

進
捗
し

て

き
た
一

方
で
、

近
代
に

行
わ
れ
た

神
仏
分
離
施
策
に

つ

い

て

の

研
究
は
、

法

難
史
観
に

代

表
さ

れ

る

よ

う
に
、

施

策
自

体
の

是
非
や

神
道、

仏
教
そ

れ
ぞ
れ

の

得
失
を

窺
う

傾
向
が

見
ら
れ
た
の

も
事
実
で

あ
る

。

ゆ

え
に

こ

う
し
た

価
値
観
を

脱
却
し

、

神
仏
分
離
施
策
が

如
何
に

現
代
に

至
る

宗
教

と

社
会
と
の

関
わ
り
を
形

成
し

て

き

た

か
、

あ
る

い

は
、

何
故、

神
職
と

僧
侶
と

の

区
別

、

隔
離
が
な
さ

れ

て

き
た
の

か
、

今
｝

度
歴
史
史
料
に

基

づ

き、

緻
密
に

分
析
を
進
め
る

こ

と

で

事
実
を

明
ら

か

に

し

て

ゆ
く

こ

と

が

必
要
で

あ
る

と

考
え
る

。

こ

の

点
、

阪
本
是
丸
や

村
田

安
穂
ら

の

業
績

に

示
さ
れ
る

よ

う
に、

近

年、

神
仏
習
合
・

分
離
の

内
容
理
解
の

上
で、

墓
本

史
料
と
さ

れ

る
『

明
治

維
新
神
仏
分
離
史
料
』

の

誤

記
や

誤
謬
を

修

正

し
、

同
史

料
以
外
の

基

礎
的
な

資
料
と

な

る

各
地

方
の

史
料
の

発
掘
と

そ

れ
を
用
い

た

各
地
の

実
態
的
な

分
析
研
究
の

必
要

性
が

認

識
さ

れ、

そ

の

成

果
の

発
表
が

求
め

ら
れ
る

よ
う

に

な

っ

て

き

た

経
緯
が

あ
る

（
阪

本

『

近
世
・

近

代
神
道
論
考
』

二

〇

〇
五

、

村
田
『

神
仏
分

離
の

地
方
的
展

開
』

一

九
九
九、

な
ど
）

。

　

ゆ
え
に

本
パ

ネ
ル

で

は
、

古
代

・

中
世
以
降
の

社
寺
の

神
仏
習
合
の

実

態
に

は

じ
ま
り

、

近
世
か

ら

近
代
の

神
仏
分
離
に

至
る

ま

で

の

神
仏
関
係

を
、

と

り

わ

け

神
職、

僧
侶
の

観

点
か

ら

史
料
を

も
と

に

窺
う
こ

と

と
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し
、

神
仏
分
離
に

伴
う
宗
教
の

構
造
変
化
の

様
相
を

各
地
方
の

事
例
発
表

を
も
と

に

幾
許
か

で

も
検
証
す
る

こ

と
で
、

神
仏
関
係
史
の

再
検
討
を
目

的
と

し

た
。

　

パ

ネ

ル

で

は

司
会

を

藤
本
頼
生

神

社
本
庁

総

合
研

究
所

研
究
員
が

務

め、

主

旨

説
明
を

行
っ

た
の

ち、

古
代
か

ら

中
世
に

か

け
て

の

神
社
組

織、

仏

教
組
織
に

み

る

神
仏
関

係
に

つ

い

て
、

加
瀬

直
弥
國

學
院
大
學
研

究
開
発

推
進
機

構
助
教
が

石
清
水
八

幡
宮、

北

野
天

満
宮
の

事
例
を
も

と

に
、

仏
教
組
織
の

神

事
へ

の

関
与
の

実
情、

僧
侶
側
の

神
事
に

対
す
る

意

識
の

変
容
に

つ

い

て

発
表
を
行
っ

た
。

次
に

太
田

直
之
國
學

院
大
學
人

間

開
発

学
部
准
教
授
か

ら
は、

中
世
か

ら

近

世
に

か

け
て

の

賀
茂

別
雷
神
社

に

お

け

る

神
主
・

供

僧
の

所
領
分
割
を

め
ぐ

る

相
論
な

ど
か

ら

神
仏
関
係

の

変

遷
を

窺
う
発
表
が

あ
り

、

神
仏
関
係
の

背
後
に

は
、

幕

府
の

秩
序
形

成
の

志

向
の

影
響
が

あ
っ

た

こ

と

が

指
摘
さ

れ
た

。

次
に

本
澤
雅
史
皇

學

館
大

学
教

授
か

ら

は
、

幕
宋、

明
治
維
新

期
の

伊
勢
地
方
に

お

け
る

神
葬

祭
の

受
容
に

つ

い

て
、

神
宮
祠

官
の

御
皿

清
直
の

『

神
民
略
式
』

を
手

掛

か

り
に
、

地
域

独
特
の

風
習
で

あ
る

速

懸
の

廃
止
や

仏
教
的
要
素
の

排

斥

な

ど

に

つ

い

て

宗
教
儀
礼
の

側

面
か

ら
の

発
表
が
な

さ

れ

た
。

次
に

由
谷

裕
哉
小
松
短
期
大
学

准
教
授
か

ら

発
表
が

あ
り、

真
宗
王

国
の
…

つ

で

あ

る

石
川
県
を
中
心
と

し

た

神
仏
分
離
の

実
態
に

つ

い

て、

神
仏
分
離
の

経

緯
が

近
世
以
前
の

神

社
と

寺
院
と

の

関
係
に

よ

っ

て

左

右
さ

れ

る

と

い

う

吉

井
敏
之

氏
の

先
行
研
究
（
吉
井
「

神
仏
習
合
の

諸
形
態
！

大
和
国
の

場

合
」

『

神
と

仏
の

い

る

風

景
』

二

〇

〇
三
）

を

参

考
に

し
つ

つ
、

実
際
に

石
川

県
内
の

旧
加
賀
藩、

能
登

藩
領
に

あ
た
る

寺
社
を

考
察
し
て

み

た

結

果
、

吉
井
氏
の

立

論
が

石
川

県
の

ケ

ー
ス

に

は
、

当
て

は
ま
ら
な
い

も
の

の
、

近
世
に

お

け
る

寺
院
・

神
社
の

関
係
が

神
仏
分
離
の

何
ら
か

の

前
提

の
一

に

は
な

っ

た

の

で

は

な
い

か

と

の

指
摘
が

な
さ
れ

た
。

　
各
人
の

発

表
に

対
し

て、

佐

藤
眞
人

北
九

州
市
立

大
学
教
授
よ
り

神

事
・

仏
事
意
識
の

変
遷
や

社
僧
の

問
題
に

つ

い

て、

日
吉
社
を
事
例
に

コ

メ

ン

ト
が

な

さ
れ、

神
仏
隔

離
の

面
で

の

伊
勢
の

神
葬
祭
の

特

性
に

つ

い

て

も

指
摘
が

な
さ

れ
た

。

ま
た
由
谷
氏
の

発
表
に

つ

い

て
、

青
井
氏
の

示

し

た

神
仏
分
離
の

関
係

性
に

対
し
て
、

大
社
寺
の

多
い

大
和
国
と

中
小

規

模
の

社
寺
の

多
い

加
賀
国
と

い

う
地
域

的
な
差

異
を

如
何
に

考
え
る
の

か

と

い

う
指
摘
が

あ
り、

各
人
よ
り
リ
プ

ラ

イ
が

な
さ
れ、

会
場
か

ら

も

質

疑
が

あ
っ

た
。

　
個
々

の

発
表
に

て

取
り
上
げ
た

事
例
の

地
域

性、

時
代

性
と

い

う
面
で

は

課
題
が

残
っ

た
も

の

の、

神
仏

関
係

史
を

再
考
す

る

と

い

う

意
味
で

は
、

新
た

な

可
能
性
を
実
感
で

き
る
パ

ネ
ル

で

あ
っ

た
。
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